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Unit 代表　澤野 博 (さわの ひろし )

日本体育大学卒。社会人経験を経て欧州へ留学。乳酸を中心としてト

レーニングを幅広く学ぶ。帰国後、部品となって選手を支えるという

意味で「Unit」を設立。競技種目、競技レベルを問わずトレーニング

指導を中心に活動。医療系国家資格の臨床検査技師の資格を持つ異色

のトレーニングコーチ。

ご意見、ご要望、仕事依頼、お問い合わせは下記まで。

0422-34-5055(Fax 兼用 )、090-1999-2845 または unit@mbd.nifty.com 編集・発行　Unit

シーズンオフの過ごし方

①シーズンオフのスケジュールを確認する。
②障害などがあればしっかりと治療を行う。
③体力測定を行い、 現状把握を行う。
④測定結果、 競技特性、 トレーニング期間
を考慮しトレーニング計画を立てる。

⑤計画は１度立てたら終わりではなく、 状況
や２回目の測定結果に応じて変化させる必
要もある。

⑥技術トレーニングは以前の身体状況では
ないことを理解し、 新しい技術を習得する
つもりで行う。


